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ご あ い さ つ

大 分 県 山 岳 連 盟

会 長 首 藤 宏 史

第６３回国民体育大会（チャレンジ！おおいた国体）山岳競技大会は、竹田市の大分県立竹

田高等学校山岳競技場で、１０月３日（金）から５日（日）の３日間開催されました。全国か

ら参加されました選手・監督並びに役員の皆さんのあたたかいご協力をいただきまして無事終

了することが出来、感謝しています。

３、４日は好天でしたが５日は雨となり、リ－ド競技の運営が心配でしたが、はげしい風雨

にならず多くの観衆の応援もあり、全競技を終えることが出来ました。

今国体より、山岳競技はリ－ド競技とボルダリング競技の２種目となり、国体改革年でもあ

りました。特に、ボルダリング競技は初めての種目であり、競技内容や運営方法など準備に心

をくだいて参りました。また、簡素化も大きなテ－マでしたので、このことに努めながらも、

おもてなしには気を使ったつもりです。

二競技とも選手の皆さんの練習の成果を存分に発揮された素晴らしいパフォ－マンスや、セ

ッタ－の解説を含めたアナウンスで観衆の皆さんも競技内容を充分理解され、一体感を味わう

ことが出来、盛り上がったと思っています。

選手の皆さんはこの国体を通じ、得られました友情の輪をさらに深めながら、切磋琢磨して

技量を高めていかれることを期待しています。

施設が竹田高校内で会場が狭く、宿舎も少し離れた久住高原で、選手や役員、来場者の皆さ

んにご不便をおかけしましたが、輸送や競技運営はおおむね順調に進めることが出来ました。

観衆も多く来て頂き、うれしく思っています。本当にありがとうございました。

全体を通して反省すべき点もいくつかご指摘頂いていますので、整理しまして後催県に申し

送りたいと考えています。

最後になりますが、この大会開催にお力添えを頂きました、大分県、竹田市、チャレンジ！

おおいた国体・竹田市実行委員会、大分県立竹田高等学校 （社）日本山岳協会、競技・運営役、

員、竹田高校の補助員、竹田市のボランティア等関係者の皆様に深く感謝申し上げまして、お

礼のごあいさつといたします。
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チャレンジ！おおいた国体山岳競技会を振り返って 
                                                  

競技委員長 高山 雅夫 

 

  第６３回国民体育大会チャレンジ！おおいた国体山岳競技は、１０月３日から１０月５日の３日間、

大分県竹田市を会場に行われました。大会直前に台風が発生して九州に近づいた時は心配しましたが、

大きな影響もなく竹田市の皆様の大分国体開催に対する情熱が力となって大分国体山岳競技が無事終

了できましたことにあらためて深く感謝申し上げる次第です。ありがとうございました。 

さて、今年の大分国体は競技内容での大転換を迎えた大会でした。「縦走競技」が昨年の秋田国体

で長い競技の歴史を閉じ、新たに今年から「ボルダリング競技」が導入され、昨年までのクライミン

グ競技の名称も「リード競技」に変更となりました。選手も３名１チームから２名１チームになり、

国体スリム化の流れの中で選手、役員９３名が減員となりました。さらに今年から審判員やルートセ

ッターが日山協公認資格を持たないとジャッジやルートセットができなくなったため、厳しい資格審

査に合格した審判団やルートセッター団によって、素晴らしい審判業務やルートセットを行うことが

できました。また、競技役員や運営役員の方々も全員「競技運営員」資格を取得して頂くことによっ

て国体山岳競技を熟知したスムーズな大会運営ができました。 

また、大会会場では美味しい「だご汁」やドリンクのサービスをはじめ、地元竹田高校でボランテ

ィアとして補助役員をして下さった高校生の皆さんの笑顔あふれる仕事ぶりが、会場を和やかな雰囲

気に包んでくれました。大分県の方々の一生懸命で暖かい気持ちがとても嬉しく感じられました。各

会場でも県内外各地から大勢の方々が朝早くから応援しに来て下さり、連日超満員の熱気であふれ競

技は大いに盛り上がっていました。国際大会で活躍しているトップクライマーも数多く参加して頂き、

その素晴らしいパフォーマンスは会場の皆様に心に残る感動を与えてくれたのではないかと思います。

選手の皆さん、いつものコンペでの個人競技とは一味違う「団体競技」としての国体の感想はいかが

でしたか？思っていたよりも選手が楽しそうに都道府県対抗戦をしていたように感じたのは私だけだ

ったでしょうか。年に１回、日本各地からクライミング仲間が集まってリード競技とボルダリング競

技の腕を競い合う機会がようやく作れたことで、長年の国体改革の苦労が報われたような気がしてい

ます。まだまだ修正すべき部分はあろうかと思いますが、選手が出場したくなるような大会を今後も

目指して改革を進めていきたいと思っています。 

これからの国体は、オリンピックや世界選手権大会、ワールドカップ、アジア選手権大会等の大会

に通じる重要な橋渡し役の中に位置付けられてきています。山岳競技のより高い競技性を追求するた

めにこれからも努力して参りますので、より一層のご協力をお願いいたします。 

最後になりましたが。今まで長い間ご尽力頂きました地元竹田市実行委員会、大分県山岳連盟の皆

様方、また全国から集まった選手・監督、審判団や運営役員の皆様のご支援とご協力に対し、心より

感謝と御礼を申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。 



２ 講評及び競技報告
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審判長講評

審判長 滝内 壽一

第６３回チャレンジ！大分国体山岳競技が「これから未来へ 新たな一歩」のスローガンのもとに

大分県立竹田高等学校を会場に開催されました。心配されていた大雨台風１５号も早く通過し、競技

には影響せず胸をなでおろしました。ただ大会準備の大詰めでの影響は大きく、大分岳連、地元実行

委員会、ルートセッターのご尽力に心より感謝申し上げます。

さて、今大会より縦走競技が廃止され、ボルダリング競技が導入されました。クライミング競技へ

の完全移行に伴う新たなルールの作成、審判員制度、セッターの認定制度等々暗中模索の中から出発

し、本大会で初めて日の目を見ることができました。関係諸氏、選手、監督の皆様に感謝申し上げる

次第です。

競技内容ですが、持久系のリード競技、瞬発系のボルダリング競技の両方に素晴らしいパフォーマ

ンスを発揮したチームが数多くありました。リード、ボルダリングの両方で決勝進出を果たしたチー

ムが少年女子で８チームすべて、成年女子、少年男子が７チーム、成年男子が４チームありました。

その中で、成年男子宮城県チーム、成年女子茨城県チームがリード、ボルダリングの両方の種目で第

１位となりました。また、個人でも少年男子新田選手、少年女子太田選手が両種目で１位となり、厳

しい日ごろのトレーニングの成果を発揮してくれました。

、 、 、 、 、 。まずリード競技ですが 成年男子は 予選グレード 完登者８名 決勝 完登者１名5.13a 5.13b/c
世界チャンピオンクラスの選手も登場し、大分の方に山岳競技の面白さを伝えてくれました。成年女

子は、予選グレード 、完登者 名、決勝 完登者 名。全身のバランスや移動のテクニ5.12b 2 5.12c/d 1
ックを使い、最後の一手まで粘り続けました。日本の女子チームは世界の中でも強豪です。世界チャ

ンピオン級がそろった今回の大会は、世界トップレベルの競技を見せてくれました。少年男子予選グ

レード 、完登者３名。決勝 、完登者 名。この種別は世界の中でも強豪です。ただ、ま5.12b/c 5.13a 2
だ登り方が荒削りな選手も見受けられましたが、若さでそれをカバーしていました。彼らの将来の明

。 、 。 、 。るいことを願いたいと思います 少年女子予選グレード 完登者 名 決勝 完登者なし5.11c 3 5.12a
大歓声に背中を押され、成績を伸ばしていった選手達にとっては、大分の皆さんの声援が心強いもの

だったでしょう。自分の限界まで力を出し切っていました。

どの選手・監督の皆さんも、生涯にわたって山岳競技を愛し続け、自らを高め続けてくださること

を強く願います。

次にボルダー競技についてですが、参加選手の顔ぶれは、ワールドカップをはじめ、国内外の大き

な大会で活躍する選手も多く、レベルの高い大会となりました。他県の選手にとっても、有力選手の

登りを直に見ることのできる、また、有力選手と同じ課題を登ることのできる貴重な機会となったこ

とと思います。

このボルダー競技は、リード競技に比べ国内での競技の歴史が浅く、さらに ルールに準拠しIFSC
た競技会が開催されるようになって 年にも満たないものです。さらに本大会では、 ルールに5 IFSC
アレンジを加えた部分が多く、細かな部分はまだこれから実際の大会での運用を経て固まっていくも

のと思います。また、本年から導入の競技ということで、競技運営側としても不慣れな部分もありま

した。選手を派遣される各都道府県においても、対応に多くの点で苦慮されたことと思います。とも

あれ皆様のご協力で大過なく競技を終えることができたことに御礼を申し上げます。山岳競技に新た
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な ページが加わったことと確信いたします。1
選手の皆さんは、本大会を目指して大変な苦労を日々重ねてきたものと思います。その結果として

輝かしい成績を残した選手、残念ながら目標に達しなかった選手、思いはそれぞれだと思いますが、

選手の皆さんの競技にかけるあつい情熱は、多くの観客や地元の方々に感動や勇気、希望を与えてく

れたものと思います。

最後になりますが、審判団、競技役員一同は選手の皆さんが、チャレンジ！おおいた国体で日頃の

成果を十分に発揮できるように全力で取り組んできました。そして、長年にわたる国体準備から取り

組んでくださった竹田市実行委員会、地元住民の方々、竹田高校の方々、大分県山岳連盟の方々にお

礼を申し上げて審判長の講評とさせていただきます。

リード競技

主任審判員 安形 康

昨年の秋田国体報告書で、クライミング競技（今年のリード競技に相当）主任審判員だった森下健

七郎氏（日山協、埼玉県）は次の表現で主任審判報告を結びました 『過去の国体・ 競技の中で「競。 C

技運営が一番上手く行ったのではないか」と自負できる大会運営だったと思っています』(秋田わか

すぎ国体山岳競技報告書、 )p22

大分大会のリード主任となった私はこの表現を思い出し 「ならば今年も同じことを言って見せよ、

う」と気合いを入れたものです。さてその結果はどうだったでしょうか。競技内容自体は審判長のコ

メント文にあるので、この文では競技運営の面から報告してみたいと思います。

今年度の変更点

今年度はボルダリング競技の導入という大きな出来事があったわけですが、リード競技にも若干の

変更点がありました。

まず一つはチーム得点の計算方法です。前年までは手数自体が得点になる（ただし完登を５０点に

スケーリングし、２選手の得点を合算してチーム得点とする）方式だったのですが、今年は「全選手

の個人順位の確定」→「選手毎に順位得点の算出」→「それを合算してチーム得点とする」→「その

小さい順に上位」という方式になりました。これはいささか分かりづらいのですが、リード競技の場

合は「一手」の価値がどこでも同じというわけではないという点が重要であるため、このような方式

にしたものです。なお、この順位得点を用いる方式は、 ルールにおいて予選が２ルートである場IFSC

合の予選順位計算方式を取り入れています。ただし ルールでは２ルートの順位得点を掛けてそIFSC

、 。れが小さい方から上位になりますが 国体では二人の順位得点を加算しているという点が異なります

おおざっぱに言えば、 ルールではどちらのルートで傑出した成績を挙げたほうが有利になるのにIFSC

対し、国体方式では両者がまんべんなく好成績を挙げたほうが上位になりやすくなります。これは両

者のコンセプトの違いから来るものです。

つぎに これはリードに限らないのですが 平成１９年度から本格的に 審判員 競技運営員 ル、 、 「 」「 」「

ート・セッター」の認定制度が施行され、国体レベルの競技の主任審判、チーフルートセッターを務

められる資格（ 級審判員、 級ルート・セッター）が定められました。初年度ということで 級取A A A

得者はごくわずかな人数にとどまったのですが、そのため、長らく日本のフリークライミング大会を

率いてきた北山真・山本和幸の両氏、さらに数少ない国際審判員である不肖わたくしまでもが参戦す
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るという、日本のクライミング審判・運営オールスターチームがついに国体に参加したという点も、

表舞台からは分かりづらいですが大きな変化でした。さらにはルートセッター陣までも日本を代表す

るベテランから新進気鋭の若手までが勢揃いし、大会運営スタッフは「いつも一緒にやっている、腕

が確かで気心の知れた」メンバーを中心に行うことができました（もっとも、それだけに無様な大会

にはできないというプレッシャーもかかったわけですが 。この「 級」スタッフチームは、たとえ） A

ばテクニカルインシデント時対応やアピール（抗議）対応などの時に威力を発揮しました。同時に、

選手も日本代表チームメンバーなど一線級が多く集まり、観客は高いレベルのパフォーマンスを存分

に堪能できたと思います。

スタッフに感謝

とはいうものの、これらスタッフだけで大会が成り立つ訳ではありません。大会には本当にいろい

ろな人がいろいろな部署で確実に仕事をこなすことが必要です。また、全体の組織運営・通信連絡手

段の確立などこまごまとした仕事がたくさんあります。大分の方々は、原勇人さんを中心としてよく

ルールや業務プロセスを習得し、本番でも本当によくやってくださいました。６月のリハーサル大会

で指摘し、しかし内心「これは改善は無理だろう」と思っていたこと（たとえばコールゾーンへの経

路の雨対策）が当日見事に直っていたときには唖然とするとともに感動したものです。また、大きな

イベントならばつきもののトラブルにも臨機応変に対処し、大きな問題に発展する前に対処してくだ

さいました。また、リハーサル大会で確定した業務プロセスを本番一日目に変えた部分があった（選

手荷物の搬送など）のですが、そこも柔軟かつ正確に対応してくださいました。最終日は表彰式に出

席するためかなり留守をしました。しかし主任審判の私が居なくとも競技は何事もなく進行していま

した。ここまでのスタッフに恵まれることはそう多くはありません。大分の方の組織づくり・指導の

たまものだと思います。大会を終えた私の本心は 「またこのスタッフで大会をやりたい」というこ、

とでありました。本当にありがとうございました。

竹田市、そして観客に感謝

最終日は雨でした 「これで二年連続完全晴天はなくなったか」と残念な思いがいたしました（前。

年は三日間好天 。ただし救いだったのは雨が最終日だけだったということです。これが初日だった）

ら臨機応変な対処は難しく、また試合が長い（初日は成年男子予選４７チーム連続）ことから集中力

の維持が大変であるため、事故やミスなど不測の事態の可能性が増したことでしょう。とはいうもの

の、花形である決勝ラウンドが雨により観客僅少で行われるのは残念だと思っていました。が、何と

観客席は満員ではありませんか。初日二日目と変わらぬ大応援が雨の中でも聞けたことは感動的です

らありました。また、雨中の試合ということで選手の安全を守るために靴底を拭く布が大量に用意さ

れたのですが、それはどうやら雨中の試合を余儀なくされた市内他競技の会場から回ってきたものも

あるとのことでした。それを聞いたときには、試合中止など残念な結果に終わった他競技のスタッフ

の分までがんばろうと思ったものです。その結果競技は大きな事故も中止もなく無事終わり、地元竹

田高校の山岳部員が少年女子の部で３位入賞するなどめざましい活躍もあってか観客の皆さんも大喜

びでした。屋外競技となったリード会場は観客の声が少ないと本当に寂しい雰囲気になる不安があり

、 。ましたが 今回は地元アナウンサーやルートセッター解説陣の活躍もあって大変に盛り上がりました

最後に、多少、問題点

選手や監督からのアピールに関してはいささか首をひねるような内容のものもあったということは

書いておきたいと思います。選手は完全に集中していて落ちた瞬間を正確には覚えていない場合があ

り、個人としては次のホールドを「つかんだ」と記憶していてもビデオを見るとタッチすらしていな
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いという例がありました。そういう例があるということを監督はよく選手に教育する必要があるでし

ょう。また、タッチ（－）は正しい位置を正しい向きからさわったときのみ認められる、プラスは正

しいアクシスに沿って有効なムーブを行った場合のみ 、傾斜がきつい部分やトラバースでは身体OK

がクイックドローの下側のカラビナより上（前）に行ってしまっても な場合がある、といった基OK

本ルールをいま一度徹底する必要があるということも感じました。これを理解していない選手は意外

と多かったものです。

二人ペア戦として華々しく国体に登場したボルダリング種目とは異なり、リードはひとりひとりの

選手の孤独の戦いとなります。オブザベーションやアイソレーションでのチーム会議が勝負を決める

ということ、また体操競技の団体戦のような戦いではある、というふうに説明はしましたが、ボルダ

リングに比べるとややチーム戦色が薄いという印象を持った人もいたようです。監督や選手がお互い

にどの程度コミュニケーションを取って良いのか（今年は、４０秒オブザベーション中の選手間会話

以外は、競技中には具体的な指示は一切禁止）という点は検討事項になるでしょう。

おわりに

さて、冒頭の問いに関しては、やはりこれは書いておかねばなりません： 昨年に引き続き、これ「

までの国体でもっとも成功したリード競技でした」来年もまた今年のような印象的な国体を開けるこ

とを祈りたいと思います。

来年への申し送り事項

・監督会議には主任審判だけが出ればよい。監督会議の裏で最終会場検分を行い、問題点修正に努め

る必要があるが、その際責任をもって指示を出せる人（副主任審判クラス）が必要であるため。

・競技と表彰式が重なってしまう場合、成績発表・講評は主任審判員以外が行ったほうがよいかもし

れない。個人的には講評を述べる場は好きなのだが、競技運営・判定に専念する方がやはり本務で

あろう。

・手数を成績にしない限り、成績表に「完登ポイント」表記は不要。むしろ完登は完登と表記する。

・リアルタイム成績表示システムを何とか作れないだろうか。壁の横にあり、選手が１手進むたびに

大きな数値（観客から見える）が３１、３２・・・と上昇するイメージである。審判員が数字の上

げ下げを司るボタンを持ち（片手で扱えることが必須 、手動で操作すればよい。）

・前述のように、判定に関するルールブックの知識を今一度選手監督にしっかり伝える必要がある。

・ 班」の設定を続けるならば、そのサイズはルートクリーニングが入るごと、具体的には１６チー「

ム（以上）のほうがよいと思われる。その際終了選手待機場所の確保が難しいと思われるので、会

場内待機させておいたうえで、必要に応じて（クリーニングのときに）集合を呼びかけるのがいい

であろう。

リード競技

副主任審判 清水 剛

おおいた国体を振り返って、これまで各地で開催されてきた国体と大きく違うところは、いかにス

リム化するかを意識してきたことである。その理由は、山岳競技も縦走競技からボルダリング競技へ

の移行の年であり、また、国や県、地方公共団体の財政難の折、補助金等の削減による経費の節減な

ど様々な課題を抱えての開催であったからである。このような背景により、リード競技の組み立てに
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あたり、競技の省力化をいかに進めていくかを念頭においてきた。

その一つに、マニュアルの簡素化を行った。これまでのマニュアルは、かなり分厚い冊子となって

、 。 、おり 同じような内容が重複し掲載されていた状況にあった これを少しでもわかりやすくするため

表の作成や作業内容の洗い出しなど、考えられる範囲でマニュアルの作成を進めてきた。

これは、国体山岳競技規則の大幅な改正がなされ、競技役員の質の向上に向け、クライミング競技

審判員資格が制度化されたことが、簡素化の大きな要因となった。さらに、競技役員が、競技を熟知

し 「何をすればいいのか」自分で行動のできる状態であれば、具体的なマニュアル作成の必要はな、

、 。 、 、く そのために簡素化が可能になると考えるからである このようなことから 競技役員に対しては

自分が行う業務内容を把握するだけでなく、競技全体がどのように動いているか、また、競技規則は

どのようになっているかを中心に研修を進めその成果が発揮されたと感じている。それぞれの役員が

、 、 。自分の役割を確実にこなし 様々なアクシデントがあったにもかかわらず 大成功を収めたと言える

そのような中、課題点も多少発生し、その概要は以下の通りである。

・ 監督の所在確認の周知を事前にする必要があった。

（アイソに入室しない監督が、開始通告に出席しない事例があった）

・ 監督と選手の行動パターンが異なる場合、持ち込み禁止物品の管理を分割。

・ アイソのウォームアップウォールのホールドが回るなどの対応（６角レンチの準備）

・ 選手監督を長時間隔離するため、他競技等の情報提供

・ 停電の際の対応として、ビデオは、コンセントと別に電池の確保。

・ ビデオ撮影の際、太陽の位置を考慮に入れ逆光などの対策。

・ 競技役員の飲み物が不足した。十分な水分補給できる体制を考慮。

・ 雨対策

― オブザ時のカサの使用（危険であると判断したため許可しなかったが）

― スタート付近の床が濡れない工夫

― ジャッジペーパー及びルート図が濡れない工夫

― アイソからコールまでの移動に対する「水たまり」対策

― 終了選手監督の待機場所の確保

― 観客への配慮不足

― 計測、掲示機器、機材の防水対応

・ ルートセット時の観客等への移動の指示に対する周知とその理由の明確化

以上、大きな問題はなかったが、やはり雨対策は、クライミング競技にとって大きな課題といえる。

今後リード競技を進める上で、会場の計画時に十分な検討が必要であり、スムースな運営とさらなる

競技の省力化、簡素化が行えるか否かは、その会場自体の選定にあると感じた。

ボルダリング競技

主任審判員 山本 和幸

全体講評から

ボルダリングは本年から導入の競技と言うことで、競技運営側としても不慣れな部分があったもの

と思う。ともあれ多くの方々のご協力で大過なく競技を終えることができたことに御礼申し上げる。

すでに 年以上の歴史のあるリード競技に比べ、ボルダリングは国内での競技の歴史が浅く、さら20
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に国内独自ルールではない ルールに準拠した競技会が本格的に開催されるようになって 年にIFSC 5

も満たない。さらに国体は、 ルールにアレンジを加えた部分が多く、細かな部分はまだこれからIFSC

実際の大会での運用を経て固まっていくものと思う。成年は男女とも参加選手もワールドカップなど

の国際大会、そしてジャパンカップなどの国内の大きな大会で上位に入賞を重ねている選手の方々に

数多く参加していただいた。そのため課題のレベルも高く、初めて見る観客の方は、人間が登れると

はとても思えないところをアクロバティックに登る選手の姿に、リード競技以上に驚かれたのでは無

いかと思う。

他県の選手にとっても、有力選手の登りを直に見ることの出来る、また有力選手と同じ課題を登る

ことのできる貴重な機会となったのではないだろうか。

少年男子は参加選手の顔ぶれを見ると、国内外のユース大会だけでなく、一般の大きな大会で活躍

する選手も多く成年に負けないレベルの高い大会になった。

少年女子は、選手育成という意味では、各都道府県とも最も苦慮しておられる種別ではないか。それ

でも各ブロック予選を突破して今大会に出場された選手の皆さんのレベルは高く、今後の成長を大い

に期待させられるものがあった。

ともあれ今大会で活躍した少年の選手達が次代のクライミング競技の主力となっていくことは間違

いない。選手の皆さんの、今後の活躍を期待している。

競技は何と言っても参加選手が主役であり、今後も多くの有力選手に参加していただけることを願う

、 。とともに そうした選手が参加したいと心から思うような大会作りを目指していきたいと考えている

また選手育成の面からも、競技、そして大会そのものに魅力がなければ、始まらない。国体山岳競

技は本年新たな出発をしたわけだが、これを選手にとって魅力のある大会として育てて行くことが、

最も重要だろうと考えている。

ルールについて

特に重要な問題はなかったと考えている。ルールについては、ボーナスを二つ設ける、また両者の

成績の合算方法など事前に繰り返し検討を重ねたわけだが、その甲斐があったと言うべきだろう。順

位はきれいに別れ、申し分の無い結果と言える。

ルール上、気づいた点は、ボーナスポイントのナンバリングである。少年男子でボーナス と の1 2

関係を理解しておらず、下のボーナスポイント（ボーナス ）を最初のアテンプトで保持したのにカ2

ウントされていないと抗議した選手がいた。

「 」 、 「 」上位の価値があるものを とすると言う発想でこのように定めたが 先に保持するべき方を1 1

とした方が、選手にはわかりやすいようだ。来年度に間に合えば変更を考えるべきかも知れない。

また二人一組で競技するという形式は、別のメリットを生んだように思う。つまり 名いる分、そ2

、 、 。 、して競技時間が短めである分 選手の登っていない時間が それだけ少なくなった つまり予選でも

観客にとっての冗長な時間が、少なくなったのである。一人の競技よりも競技を見慣れない観客にと

っては、アトラクティブになったのではないだろうか。

終了通告について

進行上のミスは別の問題として、進行については改善すべき点があるだろう。特に国体固有のもの

で、もはや意味を失ったものがある。その筆頭が予選の終了通告だろう。今回の場合は特に会場が狭

く終了選手待機所が体育館外であったため、終了通告まで選手は他の選手の競技を観戦したくてもで

きない状態になってしまった。特に各班の最初のチームは30分以上も待つことになり気の毒である。

決勝の最初のラウンド後はアイソレートする必要があるので隔離するが、それ以外は隔離する意味が
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ない。

他の、特に有力選手の登りを見ることは、選手にとって刺激になるだろう。競技終了の時点で選手

は解放すべきだ。会場内に他の選手の競技を見られるような形で最終待機所を設けられるとしても、

その分、観客の居場所が少なくなってしまいもったいない。

成績の確認についても、処理に時間がかかるため今回は終了通告後になっている。その点でも終了

通告まで選手を拘束する意味はなかった。

仮成績の発表の仕方

今回事前に決めてはいなかったのだが、決勝の最初のラウンド終了時の仮成績確認は各県に1部ず

つ仮成績を印刷出力し配布して確認させた。これにより掲示によるよりも早く確認ができ、後半ラウ

ンドにスムーズに移行できたと思う。これは予選でも可能ではないか。一般向けの掲示とは別に、各

県の監督に場内アナウンスで通知し、印刷出力したものを取りに来させるという形である。これはリ

ードでも意味があると思う。

掲示によるよりも成績をきちんと確認できるので、後々のトラブルも避けることが出来る。また掲

示による発表は、各県による確認終了後でもよいだろう。

表彰式

今回表彰式が他の種別の競技進行中におこなわれているが、そのため主任審判が会場内にいられな

いと言うことが、リード、ボルダーの双方で何回かあった。これは閉会式を短く済ませるためかもし

れないが、主任審判不在の時にテクニカルインシデントなどが発生する可能性もある。もし日程上の

理由で表彰式を決勝の日にすぐに設定するのであれば、主任審判は出席せず成績発表は審判長なりが

おこなう形で行うべきだ。

負傷で競技不能になった場合の扱い

今回、少年女子、成年男子でそれぞれボルダーの競技中に負傷し、決勝、あるいはリードの決勝に

出場に問題の発生した選手が出た。こうしたケースは今後も出てくるだろう。こうした場合の扱いに

ついて、IFSCルールに類似のケースを求めれば、ユース選手権のように1選手が2ルートを登りその総

合で成績を決めるタイプの予選で、2ルートの内1ルートでの競技ができなかった場合が挙げられる。

こうした場合IFSCでは、競技できなかったルートでのその選手の順位を、競技した選手の最下位の順

位の下として最終成績を決定するとしている。これは2選手の成績を総合する国体でも、応用可能だ

ろう。無理に会場に入らせる必要はなく、最下位+1＝実参加者数+1で扱えばよい。同じ事は、監督会

議後に急病なり事故なりで選手の1名が競技不能になった場合でも適用して良いのでないだろうか。

そうすれば棄権扱いにすることなく、順位がつく。無論、両名とも競技不能の場合は棄権とせざるを

えないだろうが。

ボルダリング競技

副主任審判員 瀧石裕一

長い間続いてきた歴史ある縦走競技に変わって、今回からボルダリング競技という新しい種目での

競技となった。大分国体から正式にボルダリング競技が導入されることが決定した当時は、果たして

うまく順位がバラけるのだろうか？、競技時間は妥当であろうか？、実際に２名で競技できるのだろ

うか・・・など、いろんな不安を抱えてのスタートであった。
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大会１年前には会場地である竹田高校に素晴らしい競技ウォールが設置され各県の選手にとっても

最高の環境のもと、最高の盛り上がりで大会を終了することができた。特に成年男子の決勝では、ま

さに選手と観客がひとつになり、過去の大会では経験したことのない盛り上がりは体が震えるくらい

の感動をおぼえた。

運営面においても大きな失敗もなく大変すばらしい大会だったと感じている次第である。

しかし、リハーサル大会同様、本大会においても競技中に停電となり競技運営に支障をきたす事態

が発生した。大会においては、いかなる場合であっても競技者にとって有利、不利が生じる事は決し

て許されるものではない。今後ボルダリング競技を継続していく中で、いかなる事態にも対応できる

マニュアルが必要であると感じた。

また、今回成年男子の予選は５分間で行ったが、選手はただ時間に追われて本来の力を出せないま

ま終わった競技者が多々いたように感じた。成年男子予選の競技時間についても今後検討を要する事

項であると思われた。

最後になりましたが「チャレンジ！おおいた国体」ボルダリング競技は大成功のうちに終了するこ

とができました。長い間この大会を支えてくださいました竹田市実行委員会をはじめ競技役員及び競

技会係員、ボランティアの皆様、競技補助として頑張っていただいた竹田高校の皆様には厚く感謝を

申し上げます。本当にありがとうございました。



３ 競 技 会 記 録


































